
「中国地方の防災に関する連絡会」の設立及び初会合を開催

設立の趣意
東日本大震災をはじめ、平成21年７月の中国・九州北部豪雨災害、昨年９月の台風12号による災害など、広域かつ大規模な自然災害が全国各地で

発生しています。さらに、西日本に甚大な被害を及ぼすおそれがある南海トラフの巨大地震も今後その発生が懸念されています。
これら広域かつ大規模な災害が発生したときには、防災関係機関の広範囲で強力な連携による災害応急対策や迅速かつ円滑な災害支援活動が必

要になります。
このため、広域かつ大規模な災害時に中国地方を管轄する防災関係機関が連携し、災害対策を効果的に実施できるよう、平常時から情報共有、施

策の連携・調整を行い、国民の生命、身体及び財産の保護に資することを目的とした「中国地方の防災に関する連絡会」を設立しました。

第１回連絡会の議事概要
日 時：平成２４年３月７日（水）１４時～１６時
場 所：広島合同庁舎１号館付属棟２階大会議室
出席者：56機関・部局の災害対応の責任者が出席（随行者等を含め約100名が出席）

開会の挨拶 中国地方整備局長

議事

１．連絡会の運営要領について

２．会長及び副会長の選出について

３．広域かつ大規模な災害発生時の災害対応に必要な情報とその提供について

４．情報共有のための当面の方策について

６．意見交換

５．情報共有訓練について

別紙のとおり決定。

会長に中国地方整備局長、副会長に中国運輸局長を選出。

災害時に必要な情報と提供可能な情報のマッチングリストを事務局で作成し、
各機関に配付することを確認。

災害時における各機関の連絡先を確認。

3月15日に南海トラフの巨大地震を想定した情報共有訓練の実施が決定。

テーマ「西日本での巨大地震に備えた中国地方における防災体制の重点課題について」

・約90分にわたって、活発な意見交換が行われた。

・災害時の緊急輸送のあり方を検討する専門部会の設置を確認。
・連絡会は、年度内に1回のペースで開催し、次回は今年の秋頃とすることを確認。

閉会の挨拶 中国運輸局長

開会の挨拶(中国地方整備局長)
「連携を深め心を一つにし、西日本を形成する軸となる中国地方
全体の防災力の向上を目指したい」

閉会の挨拶(中国運輸局長)
「緊急輸送や燃料確保問題にかかる専門部会を立ち上げ、参加機関
の専門的な分野での連携を深め、連絡会の機能強化を図っていきた
い。」

会場全景
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